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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトの皮膚の健康を評価するための方法であって、
ａ）ミトコンドリアマンガンスーパーオキシドジスムターゼ（ＭｎＳＯＤ）をコードする
遺伝子；ｂ）細胞質銅／亜鉛スーパーオキシドジスムターゼ（ＣＺＳＯＤ）をコードする
遺伝子；ｃ）カタラーゼをコードする遺伝子；ｄ）ヒトグルタチオンペルオキシダーゼ（
ｈＧＰＸ１）をコードする遺伝子；ｅ）グルタチオンＳトランスフェラーゼＰ１（ＧＳＴ
Ｐ１）をコードする遺伝子；ｆ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素をコードする遺伝
子；ｇ）エポキシドヒドロラーゼをコードする遺伝子；ｈ）腫瘍壊死因子α（ＴＮＦ－α
）をコードする遺伝子；ｉ）ＮＡＤＨ／ＮＡＤＰＨオキシダーゼｐ２２サブユニット（ｐ
ｈｏｘ遺伝子）をコードする遺伝子；ｊ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝子；ｋ）シ
トクロムＰ４５０をコードする遺伝子；ｌ）マトリックスメタロプロテイナーゼ１（ＭＭ
Ｐ－１）をコードする遺伝子；およびｍ）プロフィラグリンをコードする遺伝子からなる
群から選択される少なくとも２つの遺伝子において、ヒトゲノムにおける障害関連多形の
発生を評価する工程を包含し、それによって任意の障害関連多形の発生が、該ヒトが、そ
のゲノムが任意の障害関連多形を含まないヒトより乏しい皮膚の健康を有する指標であり
、そしてそれによって複数の障害関連多形の発生が、該ヒトが、そのゲノムが任意の障害
関連多形を含まないヒトよりなおより乏しい皮膚の健康を有する指標である、方法。
【請求項２】
　前記障害関連多形の発生が、少なくとも３つの遺伝子で評価される、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記障害関連多形の発生が、少なくとも４つの遺伝子で評価される、請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　前記障害関連多形の発生が、少なくとも５つの遺伝子で評価される、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　Ａ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤをコードするオープンリーディングフレームにおける多
形；Ｂ）細胞質ＣＺＳＯＤをコードするオープンリーディングフレームにおける多形；Ｃ
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）カタラーゼをコードする遺伝子のプロモーター領域における多形；Ｄ）ｈＧＰＸ１をコ
ードするオープンリーディングフレームにおける多形；Ｅ）ＧＳＴＰ１をコードするオー
プンリーディングフレームにおける多形；Ｆ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素をコ
ードするオープンリーディングフレームにおける多形；Ｇ）エポキシドヒドロラーゼをコ
ードするオープンリーディングフレームにおける多形；Ｈ）ＴＮＦ－αをコードする遺伝
子のプロモーター領域における多形；Ｉ）ｐｈｏｘ遺伝子のオープンリーディングフレー
ムにおける多形；Ｊ）酸化窒素合成酵素をコードするオープンリーディングフレームにお
ける多形；Ｋ）シトクロムＰ４５０をコードする遺伝子の５’隣接配列における多形；お
よびＬ）ＭＭＰ－１をコードする遺伝子のプロモーター領域における多形からなる群から
選択される少なくとも２つの障害関連多形の発生を評価する工程を包含する、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　ｉ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤのアミノ酸残基９におけるアラニンをコードするコドン
の発生として表される多形；ｉｉ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤのアミノ酸残基９における
バリンをコードするコドンの発生として表される多形；ｉｉｉ）ミトコンドリアＭｎＳＯ
Ｄのアミノ酸残基５８におけるイソロイシンをコードするコドンの発生として表される多
形；ｉｖ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤのアミノ酸残基５８におけるチミンをコードするコ
ドンの発生として表される多形；ｖ）細胞質ＣＺＳＯＤのアミノ酸残基７におけるバリン
をコードするコドンの発生として表される多形；ｖｉ）細胞質ＣＺＳＯＤのアミノ酸残基
７におけるグルタミン酸をコードするコドンの発生として表される多形；ｖｉｉ）細胞質
ＣＺＳＯＤのアミノ酸残基６におけるシステインをコードするコドンの発生として表され
る多形；ｖｉｉｉ）細胞質ＣＺＳＯＤのアミノ酸残基６におけるフェニルアラニンをコー
ドするコドンの発生として表される多形；ｉｘ）カタラーゼ遺伝子のヌクレオチド残基－
２６２におけるシトシン残基の発生として表される多形；ｘ）カタラーゼ遺伝子のヌクレ
オチド残基－２６２におけるチミン残基の発生として表される多形；ｘｉ）ｈＧＰＸ１の
アミノ酸残基１９８におけるプロリンをコードするコドンの発生として表される多形；ｘ
ｉｉ）ｈＧＰＸ１のアミノ酸残基１９８におけるロイシンをコードするコドンの発生とし
て表される多形；ｘｉｉｉ）ＧＳＴＰ１のアミノ酸残基１０５におけるバリンをコードす
るコドンの発生として表される多形；ｘｉｖ）ＧＳＴＰ１のアミノ酸残基１０５における
イソロイシンをコードするコドンの発生として表される多形；ｘｖ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キ
ノン酸化還元酵素をコードする遺伝子のヌクレオチド残基２４２におけるシトシン残基の
発生として表される多形；ｘｖｉ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素をコードする遺
伝子のヌクレオチド残基２４２におけるチミン残基の発生として表される多形；ｘｖｉｉ
）エポキシドヒドロラーゼをコードする遺伝子のエキソン３におけるヌクレオチド残基１
１３におけるチミン残基の発生として表される多形；ｘｖｉｉｉ）エポキシドヒドロラー
ゼをコードする遺伝子のエキソン３におけるヌクレオチド残基１１３におけるシトシン残
基の発生として表される多形；ｘｉｘ）ＴＮＦ－αをコードする遺伝子のヌクレオチド残
基－２３８におけるアデニン残基の発生として表される多形；ｘｘ）ＴＮＦ－αをコード
する遺伝子のヌクレオチド残基－３０８におけるアデニン残基の発生として表される多形
；ｘｘｉ）ｐｈｏｘ遺伝子のヌクレオチド残基２４２におけるシトシン残基の発生として
表される多形；ｘｘｉｉ）ｐｈｏｘ遺伝子のヌクレオチド残基２４２におけるチミン残基
の発生として表される多形；ｘｘｉｉｉ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝子のヌクレ
オチド残基５１３０と５５１１の間の２７ヌクレオチド残基繰り返しの発生として表され
る多形；ｘｘｉｖ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝子のヌクレオチド残基５１３０と
５５１１の間の２７ヌクレオチド残基繰り返しが発生しないとして表される多形；ｘｘｖ
）シトクロムＰ４５０をコードする遺伝子のヌクレオチド残基－２９０におけるアデニン
残基の発生として表される多形（すなわち、ＣＹＰ３Ａ４シトクロムＰ４５０改変体と称
される多形）；ｘｘｖｉ）シトクロムＰ４５０をコードする遺伝子のヌクレオチド残基－
２９０におけるグアニン残基の発生として表される多形（すなわち、ＣＹＰ３Ａ４シトク
ロムＰ４５０改変体と称される多形）；ｘｘｖｉｉ）ＭＭＰ－１をコードするヒト遺伝子
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のヌクレオチド残基－１６０７における単一のグアニン残基の発生として表される多形；
およびｘｘｖｉｉｉ）ＭＭＰ－１をコードするヒト遺伝子のヌクレオチド残基－１６０７
における２つの連続するグアニン残基の発生として表される多形からなる群から選択され
る第１の多形の発生を評価する工程を包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ｉ）からｘｘｖｉｉｉ）の少なくとも４の障害関連多形のヒトゲノムにおける発生を評
価する工程を包含する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ｉ）からｘｘｖｉｉｉ）の少なくとも６のヒトゲノムにおける発生を評価する工程を包
含する、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　ｉ）からｘｘｖｉｉｉ）の少なくとも１０のヒトゲノムにおける発生を評価する工程を
包含する、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　ｉ）からｘｘｖｉｉｉ）の少なくとも１５のヒトゲノムにおける発生を評価する工程を
包含する、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　ｉ）からｘｘｖｉｉｉ）の各々のヒトゲノムにおける発生を評価する工程を包含する、
請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　個々の障害関連多形の発生が、ヒトゲノムに由来する核酸を、前記障害関連多形と、対
応する障害非関連多形とより高いストリンジェンシーでアニールする第１のヌクレオチド
と接触する工程、および該第１のオリゴヌクレオチドの該障害関連および障害非関連多形
とのアニーリングを鑑別するに十分なハイブリダイゼーション条件下で、該第１のオリゴ
ヌクレオチドと該核酸とのアニーリングを評価する工程によって評価され、それによって
、該第１のオリゴヌクレオチドと該核酸とのアニーリングが、ヒトゲノムが該障害関連多
形を含むことの指標である、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のオリゴヌクレオチドが、支持体に付着されている、請求項１２に記載の方法
。
【請求項１４】
　前記支持体が、それに付着した複数の異なる第１のオリゴヌクレオチドを有し、各オリ
ゴヌクレオチドが、障害関連多形と、前記の群から選択される遺伝子の対応する障害非関
連多形とより高いストリンジェンーでアニールする、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記支持体が、それに付着した少なくとも５の、前記障害関連多形と、前記対応する障
害非関連多形とより高いストリンジェンシーでアニールする第１のオリゴヌクレオチドを
有する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記支持体が、それに付着した少なくとも１０の、前記障害関連多形と、前記対応する
障害非関連多形とより高いストリンジェンシーでアニールする第１のオリゴヌクレオチド
を有する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記支持体が、それに付着した少なくとも１５の、前記障害関連多形と、前記対応する
障害非関連多形とより高いストリンジェンシーでアニールする第１のオリゴヌクレオチド
を有する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１のオリゴヌクレオチドが分子ビーコンオリゴヌクレオチドである、請求項１２
に記載の方法。
【請求項１９】
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　個々の障害関連多形の発生が、前記核酸を、障害非関連多形と、前記障害非関連多形と
より高いストリンジェンシーでアニールする第２のオリゴヌクレオチドと接触する工程、
および、前記第１のオリゴヌクレオチドの前記障害関連および障害非関連多形とのアニー
リングを鑑別するに十分なハイブリダイゼーション条件下での該第２のオリゴヌクレオチ
ドと該核酸とのアニーリングを評価する工程によってさらに評価され、それによって、該
第２のオリゴヌクレオチドと該核酸とのアニーリングが、前記ヒトのゲノムが、障害関連
多形を含まないことの指標である、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第２のオリゴヌクレオチドが、支持体に付着されている、請求項１９に記載の方法
。
【請求項２１】
　前記第１および第２のオリゴヌクレオチドが、同じ支持体に付着されている、請求項２
０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第２のオリゴヌクレオチドが、分子ビーコンオリゴヌクレオチドである、請求項１
９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記第１および第２のオリゴヌクレオチドが、スペクトル的に別個の分子ビーコンオリ
ゴヌクレオチドである、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　障害関連多形が前記ヒトのゲノムにおいて生じる選択された遺伝子の各々について、定
数と相関係数の積を合計することによって皮膚の健康を算出する工程をさらに包含する請
求項１に記載の方法であって、ここで、該相関係数が、対応する障害を示すヒトの障害関
連多形についてヘテロ接合性またはホモ接合性の割合を表し、それによって該皮膚の健康
スコアが、皮膚障害に対する該ヒトの相対的感受性を表す、方法。
【請求項２５】
　前記の同一の定数が各選択された遺伝子について用いられる、請求項２４に記載の方法
。
【請求項２６】
　発生が評価される前記障害関連多形の各々が、単一ヌクレオチド多形（ＳＮＰ）である
、請求項１に記載の方法。
【請求項２７】
　ＳＮＰの発生が、前記ヒトのゲノム由来の核酸を、該ＳＮＰに隣接する領域にその３’
側で相補的であるプライマーとアニールする工程、該プライマーを、該プライマーに該Ｓ
ＮＰに相補的なヌクレオチド残基を付加するためにポリメラーゼを用いて伸長する工程、
および該ＳＮＰに相補的なヌクレオチド残基の同一性を検出する工程によって評価される
、請求項１に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ヌクレオチド残基が、伸長不能な残基である、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　ヒトが皮膚障害を発症する可能性を評価する方法であって、ａ）ミトコンドリアＭｎＳ
ＯＤをコードする遺伝子；ｂ）細胞質ＣＺＳＯＤをコードする遺伝子；ｃ）カタラーゼを
コードする遺伝子；ｄ）ｈＧＰＸ１をコードする遺伝子；ｅ）ＧＳＴＰ１をコードする遺
伝子；ｆ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素をコードする遺伝子；ｇ）エポキシドヒ
ドロラーゼをコードする遺伝子；ｈ）ＴＮＦ－αをコードする遺伝子；ｉ）ｐｈｏｘ遺伝
子；ｊ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝子；ｋ）シトクロムＰ４５０をコードする遺
伝子；ｌ）ＭＭＰ－１をコードする遺伝子；およびｍ）プロフィラグリンをコードする遺
伝子からなる群から選択される少なくとも２つの遺伝子において、ヒトゲノムにおける障
害関連多形の発生を評価する工程を包含し、それによって任意の障害関連多形の発生が、
該ヒトが、そのゲノムが該障害関連多形を含まないヒトより該皮膚障害により感受性であ
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る指標であり、そしてそれによって複数の障害関連多形の発生が、該ヒトが、そのゲノム
が該障害関連多形を含まないヒトより該皮膚疾患に対してなおより感受性であることの指
標である、方法。
【請求項３０】
　Ａ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤをコードするオープンリーディングフレームにおける多
形；Ｂ）細胞質ＣＺＳＯＤをコードするオープンリーディングフレームにおける多形；Ｃ
）カタラーゼをコードする遺伝子のプロモーター領域における多形；Ｄ）ｈＧＰＸ１をコ
ードするオープンリーディングフレームにおける多形；Ｅ）ＧＳＴＰ１をコードするオー
プンリーディングフレームにおける多形；Ｆ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素をコ
ードするオープンリーディングフレームにおける多形；Ｇ）エポキシドヒドロラーゼをコ
ードするオープンリーディングフレームにおける多形；Ｈ）ＴＮＦ－αをコードする遺伝
子のプロモーター領域における多形；Ｉ）ｐｈｏｘ遺伝子のオープンリーディングフレー
ムにおける多形；Ｊ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝子のオープンリーディングフレ
ームにおける多形；Ｋ）シトクロムＰ４５０をコードする遺伝子の５’隣接配列における
多形；およびＬ）ＭＭＰ－１をコードする遺伝子のプロモーター領域における多形からな
る群から選択される少なくとも２つの障害関連多形の発生を評価する工程を包含する、請
求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　ｉ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤのアミノ酸残基９におけるアラニンをコードするコドン
の発生として表される多形；ｉｉ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤのアミノ酸残基９における
バリンをコードするコドンの発生として表される多形；ｉｉｉ）ミトコンドリアＭｎＳＯ
Ｄのアミノ酸残基５８におけるイソロイシンをコードするコドンの発生として表される多
形；ｉｖ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤのアミノ酸残基５８におけるチミンをコードするコ
ドンの発生として表される多形；ｖ）細胞質ＣＺＳＯＤのアミノ酸７におけるバリンをコ
ードするコドンの発生として表される多形；ｖｉ）細胞質ＣＺＳＯＤのアミノ酸７におけ
るグルタミン酸をコードするコドンの発生として表される多形；ｖｉｉ）細胞質ＣＺＳＯ
Ｄのアミノ酸６におけるシステインをコードするコドンの発生として表される多形；ｖｉ
ｉｉ）細胞質ＣＺＳＯＤのアミノ酸６におけるフェニルアラニンをコードするコドンの発
生として表される多形；ｉｘ）カタラーゼ遺伝子のヌクレオチド残基－２６２におけるシ
トシン残基の発生として表される多形；ｘ）カタラーゼ遺伝子のヌクレオチド残基－２６
２におけるチミン残基の発生として表される多形；ｘｉ）ｈＧＰＸ１のアミノ酸残基１９
８におけるプロリンをコードするコドンの発生として表される多形；ｘｉｉ）ｈＧＰＸ１
のアミノ酸残基１９８におけるロイシンをコードするコドンの発生として表される多形；
ｘｉｉｉ）ＧＳＴＰ１のアミノ酸残基１０５におけるバリンをコードするコドンの発生と
して表される多形；ｘｉｖ）ＧＳＴＰ１のアミノ酸残基１０５におけるイソロイシンをコ
ードするコドンの発生として表される多形；ｘｖ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素
をコードする遺伝子のヌクレオチド残基２４２におけるシトシン残基の発生として表され
る多形；ｘｖｉ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素をコードする遺伝子のヌクレオチ
ド残基２４２におけるチミン残基の発生として表される多形；ｘｖｉｉ）エポキシドヒド
ロラーゼをコードする遺伝子のエキソン３におけるヌクレオチド残基１１３におけるチミ
ン残基の発生として表される多形；ｘｖｉｉｉ）エポキシドヒドロラーゼをコードする遺
伝子のエキソン３におけるヌクレオチド残基１１３におけるシトシン残基の発生として表
される多形；ｘｉｘ）ＴＮＦ－αをコードする遺伝子のヌクレオチド残基－２３８におけ
るアデニン残基の発生として表される多形；ｘｘ）ＴＮＦ－αをコードする遺伝子のヌク
レオチド残基－３０８におけるアデニン残基の発生として表される多形；ｘｘｉ）ｐｈｏ
ｘ遺伝子のヌクレオチド残基２４２におけるシトシン残基の発生として表される多形；ｘ
ｘｉｉ）ｐｈｏｘ遺伝子のヌクレオチド残基２４２におけるチミン残基の発生として表さ
れる多形；ｘｘｉｉｉ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝子のヌクレオチド残基５１３
０と５５１１の間の２７ヌクレオチド残基の発生として表される多形；ｘｘｉｖ）酸化窒
素合成酵素をコードする遺伝子のヌクレオチド残基５１３０と５５１１の間の２７ヌクレ
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オチド残基繰り返しの発生として表される多形；ｘｘｖ）シトクロムＰ４５０をコードす
る遺伝子のヌクレオチド残基－２９０におけるアデニン残基の発生として表される多形；
ｘｘｖｉ）シトクロムＰ４５０をコードする遺伝子のヌクレオチド残基－２９０における
グアニン残基の発生として表される多形；ｘｘｖｉｉ）ＭＭＰ－１をコードするヒト遺伝
子のヌクレオチド残基－１６０７を含む部位における単一のグアニン残基の発生として表
される多形；およびｘｘｖｉｉｉ）ＭＭＰ－１をコードするヒト遺伝子のヌクレオチド残
基－１６０７における２つの連続するグアニン残基の発生として表される多形からなる群
から選択される第１の多形の発生を評価する工程を包含する、請求項２９に記載の方法。
【請求項３２】
　ヒトへの投与のための皮膚を保護する組成物の用量を選択するための方法であって、ａ
）ミトコンドリアＭｎＳＯＤをコードする遺伝子；ｂ）細胞質ＣＺＳＯＤをコードする遺
伝子；ｃ）カタラーゼをコードする遺伝子；ｄ）ｈＧＰＸ１をコードする遺伝子；ｅ）Ｇ
ＳＴＰ１をコードする遺伝子；ｆ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素をコードする遺
伝子；ｇ）エポキシドヒドロラーゼをコードする遺伝子；ｈ）ＴＮＦ－αをコードする遺
伝子；ｉ）ｐｈｏｘ遺伝子；ｊ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝子；ｋ）シトクロム
Ｐ４５０をコードする遺伝子；ｌ）ＭＭＰ－１をコードする遺伝子；およびｍ）プロフィ
ラグリンをコードする遺伝子からなる群から選択される少なくとも２つの遺伝子において
、ヒトゲノムにおける障害関連多形の発生を評価する工程であって、それによって任意の
障害関連多形の発生が、該組成物のより大きな用量が該ヒトに投与されるべきことの指標
である工程；および該障害関連多形の発生を基に該組成物の用量を選択する工程、を包含
する、方法。
【請求項３３】
　皮膚障害に対するヒトの相対的感受性を評価するためのキットであって、ａ）ミトコン
ドリアＭｎＳＯＤをコードする遺伝子；ｂ）細胞質ＣＺＳＯＤをコードする遺伝子；ｃ）
カタラーゼをコードする遺伝子；ｄ）ｈＧＰＸ１をコードする遺伝子；ｅ）ＧＳＴＰ１を
コードする遺伝子；ｆ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素をコードする遺伝子；ｇ）
エポキシドヒドロラーゼをコードする遺伝子；ｈ）ＴＮＦ－αをコードする遺伝子；ｉ）
ｐｈｏｘ遺伝子；ｊ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝子；ｋ）シトクロムＰ４５０を
コードする遺伝子；ｌ）ＭＭＰ－１をコードする遺伝子；およびｍ）プロフィラグリンを
コードする遺伝子からなる群から選択される少なくとも２つの遺伝子において、ヒトゲノ
ムにおける障害関連多形の発生を評価するための試薬を含む、キット。
【請求項３４】
　前記試薬が、前記障害関連多形と、対応する障害非関連多形とより高いストリンジェン
シーでアニールする第１のオリゴヌクレオチドを含む、請求項３３に記載のキット。
【請求項３５】
　前記第１のオリゴヌクレオチドの各々が、支持体に付着されている、請求項３４に記載
のキット。
【請求項３６】
　前記第１のオリゴヌクレオチドの各々が、同じ支持体に付着されている、請求項３５に
記載のキット。
【請求項３７】
　前記第１のオリゴヌクレオチドの各々が、異なる支持体に付着されている、請求項３５
に記載のキット。
【請求項３８】
　前記第１のオリゴヌクレオチドが、分子ビーコンオリゴヌクレオチドである、請求項３
４に記載のキット。
【請求項３９】
　前記キットが、障害非関連多形と、対応する障害関連多形とより高いストリンジェンシ
ーでアニールする第２のオリゴヌクレオチドをさらに含む、請求項３４に記載のキット。
【請求項４０】
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　前記第１および第２のオリゴヌクレオチドが、スペクトル的に別個の分子ビーコンオリ
ゴヌクレオチド対である、請求項３９に記載のキット。
【請求項４１】
　前記試薬が、前記疾患関連多形の特徴的残基に隣接する領域に相補的であるプライマー
を、少なくとも該特徴的残基を増幅するために含む、請求項３３に記載のキット。
【請求項４２】
　前記特徴的残基に相補的なヌクレオチド残基を添加することにより前記プライマーを伸
長し得るポリメラーゼをさらに含む、請求項４１に記載のキット。
【請求項４３】
　伸長不能なヌクレオチド残基をさらに含む、請求項４２に記載のキット。
【請求項４４】
　定数および相関係数の積を表す数値を含む指示書材料をさらに含む請求項３３に記載の
キットであって、該相関係数が、前記対応する障害を示すヒトの障害関連多形についてヘ
テロ接合性またはホモ接合性の割合を表す、キット。
【請求項４５】
　同一の前記定数が、各選択された遺伝子について用いられる、請求項４４に記載のキッ
ト。
【請求項４６】
　ヒトゲノムにおける、Ｉ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤのアミノ酸残基９におけるアラニ
ン残基からバリン残基への変化として表される多形；ＩＩ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤの
アミノ酸残基５８におけるイソロイシン残基からチミン残基への変化として表される多形
；ＩＩＩ）細胞質ＣＺＳＯＤのアミノ酸７におけるバリン残基からグルタミン酸残基への
変化として表される多形；ＩＶ）細胞質ＣＺＳＯＤのアミノ酸６におけるシステイン残基
からフェニルアラニン残基への変化として表される多形；Ｖ）カタラーゼ遺伝子のヌクレ
オチド残基－２６２におけるシトシン残基からチミン残基への変化として表される多形；
ＶＩ）グルタチオンペルオキシダーゼのアミノ酸残基１９８におけるプロリン残基のロイ
シン残基への変化として表される多形；ＶＩＩ）グルタチオンＳ－トランスフェラーゼＰ
１のアミノ酸残基１０５におけるバリン残基のイソロイシン残基への変化として表される
、ＧＳＴＰ７遺伝子における多形；ＶＩＩＩ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素をコ
ードする遺伝子のヌクレオチド残基２４２におけるシトシン残基からチミン残基の変化と
して表される多形；ＩＸ）エポキシドヒドロラーゼをコードする遺伝子のエキソン３にお
けるヌクレオチド残基１１３におけるチミン残基からシトシン残基への変化として表され
る多形；Ｘ）ＴＮＦ－αをコードする遺伝子のヌクレオチド残基－２３８におけるアデニ
ン残基への変化として表される多形；ＸＩ）ＴＮＦ－αをコードする遺伝子のヌクレオチ
ド残基－３０８におけるアデニン残基への変化として表される多形；ＸＩＩ）ｐｈｏｘ遺
伝子のヌクレオチド残基２４２におけるシトシン残基からチミン残基への変化として表さ
れる多形；ＸＩＩＩ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝子のヌクレオチド残基５１３０
と５５１１の間の２７ヌクレオチド残基繰り返しとして表される多形；ＸＩＶ）シトクロ
ムＰ４５０をコードする遺伝子のヌクレオチド残基－２９０におけるアデニン残基からグ
アニン残基の変化として表される多形；およびＸＶ）ＭＭＰ－１をコードするヒト遺伝子
のヌクレオチド残基－１６０７を含む部位における２つの連続するグアニン残基の発生と
して表される多形からなる群から選択される少なくとも２つの多形の発生を評価するため
の試薬を含む、請求項３３に記載のキット。
【請求項４７】
　ヒトが、皮膚の保護薬剤を含む栄養製品を採用すべきであることの適否を評価するため
の方法であって、ａ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤをコードする遺伝子；ｂ）細胞質ＣＺＳ
ＯＤをコードする遺伝子；ｃ）カタラーゼをコードする遺伝子；ｄ）ｈＧＰＸ１をコード
する遺伝子；ｅ）ＧＳＴＰ１をコードする遺伝子；ｆ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元
酵素をコードする遺伝子；ｇ）エポキシドヒドロラーゼをコードする遺伝子；ｈ）ＴＮＦ
－αをコードする遺伝子；ｉ）ｐｈｏｘ遺伝子；ｊ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝
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子；ｋ）シトクロムＰ４５０をコードする遺伝子；ｌ）ＭＭＰ－１をコードする遺伝子；
およびｍ）プロフィラグリンをコードする遺伝子からなる群から選択される少なくとも２
つの遺伝子において、ヒトゲノムにおける障害関連多形の発生を評価する工程を包含し、
それによって任意の障害関連多形の発生が、該ヒトが、そのゲノムが該障害関連多形を含
まないヒトより該栄養製品を採用するより得策である指標であり、そしてそれによって複
数の障害関連多形の発生が、該ヒトが、そのゲノムが該障害関連多形を含まないヒトより
該栄養製品を採用すべきであることがなおより得策であることの指標である、方法。
【請求項４８】
　栄養製品においてヒトへの投与のための皮膚の保護薬剤の用量を選択する方法であって
、ａ）ミトコンドリアＭｎＳＯＤをコードする遺伝子；ｂ）細胞質ＣＺＳＯＤをコードす
る遺伝子；ｃ）カタラーゼをコードする遺伝子；ｄ）ｈＧＰＸ１をコードする遺伝子；ｅ
）ＧＳＴＰ１をコードする遺伝子；ｆ）ＮＡＤ（Ｐ）Ｈ：キノン酸化還元酵素をコードす
る遺伝子；ｇ）エポキシドヒドロラーゼをコードする遺伝子；ｈ）ＴＮＦ－αをコードす
る遺伝子；ｉ）ｐｈｏｘ遺伝子；ｊ）酸化窒素合成酵素をコードする遺伝子；ｋ）シトク
ロムＰ４５０をコードする遺伝子；ｌ）ＭＭＰ－１をコードする遺伝子；およびｍ）プロ
フィラグリンをコードする遺伝子からなる群から選択される少なくとも２つの遺伝子にお
いて、ヒトゲノムにおける障害関連多形の発生を評価する工程を包含し、それによって任
意の障害関連多形の発生が、より多い用量の該薬剤が該栄養製品中で該ヒトに投与される
べきであることの指標である工程；および該障害関連多形の発生を基に該栄養製品のため
の該薬剤の用量を選択する工程を包含する、方法。
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